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釜石観光物産協会
TEL 0193-22-5835
〒026-0031

岩手県釜石市鈴子町22-1(シープラザ釜石内)
http://www16.plala.or.jp/kamaishi-kankou/

大槌町産業振興部商工労政課
TEL 0193-42-8717
〒028-1192

岩手県上閉伊郡大槌町上町1番3号
http://www.town.otsuchi.iwate.jp/

山田町観光協会
TEL 0193-84-3775
〒028-1371

岩手県下閉伊郡山田町船越7-50-1
http://yamada-kankou.jp/

（一社）宮古観光文化交流協会
TEL 0193-62-3534
〒027-0052

岩手県宮古市宮町1-1-80
http://www.kankou385.jp/

岩泉町観光協会
TEL 0194-22-4755
〒027-0501

岩手県下閉伊郡岩泉町岩泉字中野40-42
http://iwaizumikankokyokai.web.fc2.com/

田野畑村総合観光案内所 
TEL 0194-33-3248 
〒028-8402

岩手県下閉伊郡田野畑村北山崎129-10
http://www.vill.tanohata.iwate.jp/

普代村観光協会
TEL 0194-35-2111
〒028-8392

岩手県下閉伊郡普代村9字銅屋13-2
http://www.vill.fudai.iwate.jp/

野田村観光協会
TEL 0194-78-2012
〒028-8201

岩手県九戸郡野田村大字野田19-2-14
http://www.noda-kanko.com/

（社）久慈市観光物産協会
TEL 0194-66-9200
〒028-0056

岩手県久慈市中町2丁目5番6号
http://kuji-kankou.com/

洋野町観光協会
TEL 0194-65-5916
〒028-7995

岩手県九戸郡洋野町種市23-27 役場内
http://www.town.hirono.iwate.jp/

（社）八戸観光コンベンション協会
TEL 0178-41-1661
〒031-0075

青森県八戸市内丸1-1-2（2階）
http://www.hachinohe-cb.jp/

ア ク セ ス イン フ ォ メ ー シ ョン
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検 索義経北行伝説

http://kuji-tourism.jp/yoshitsune

義経は北へ
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岩手県県北広域振興局　TEL0194-53-4981
岩手県沿岸広域振興局　TEL0193-25-2701
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協 力　八戸市観光課
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沿岸エリア イベントガイド
EVENT GUIDE

先の大震災で大きな被害を受けた三陸鉄道ですが、
徐々に運転が再開され、地域住民の足・観光の足として利用されています。
三陸海岸を眺めながら走る三陸鉄道に
あなたも乗車してみませんか。

※運転区間について
北リアス線は宮古～小本間、田野
畑～久慈間で運転されています。
不通区間はバスが運行されており
ますのでご利用ください。

乗ってみよう！

※ 掲載内容は変更になる場合があります。お出かけの前にご確認ください。

久慈地域
市日／久慈市
【開催日】毎月3と8のつく日
近隣の農家や漁家、商店が軒を連ねる市。新鮮な野菜や
魚はもちろん、各店オリジナルの加工品なども販売。

内間木洞まつり／久慈市
【開催日】2月上旬
総延長6,013mもある県指定天然記念物の鍾乳洞。約
920㎡の千畳敷や、北洞など地底で静かに作られた自然
の芸術見学のほか、郷土芸能や屋台で賑わいます。

平庭高原スキー場まつり／久慈市
【開催日】2月上旬
豆腐田楽、田楽餅などの郷土料理が味わえるほか、観客参加型
の楽しいイベントが盛りだくさん。まつりの最後には花火大会も。

歴通路うまいもん横丁／久慈市
【開催日】4月～10月の毎週土・日・祝日、11月～3月（月数回）
ご当地の食材を使った屋台コーナーやイベントなどがメイ
ン。「久慈まめぶ汁」をはじめ久慈地域の食を堪能。

くるま市／久慈市
【開催日】4月～12月までの第1日曜日
昔ながらの農村風景が残る久慈市山根地区で開催される市。豆腐
田楽や手作り豆腐、手打ちそばなどが味わえるほか、各種即売も。

久慈春まつり／久慈市
【開催日】4月下旬
メインストリート沿いで各商店会による様々な露店やビンゴ
ゲーム、ジャンケン大会、民謡ステージなどが開催されます。

塩の道を歩こう会／野田村
【開催日】5月・9月下旬
約千年の歴史ある塩作りと、内陸の人々と米などの物々交換の交
易の歴史に思いをはせて、塩と牛と牛方が通った道を歩きます。

二子朝市／久慈市
【開催日】5月～12月の原則第3日曜日
売り切れ御免の地元でも大人気の朝市。海の幸がほとん
どで、その新鮮さと質の良さから行列ができるほどです。

おおのキャンパス一人一芸交流祭／洋野町
【開催日】5月上旬
木工・裂き織りなどの工房をはじめ、道の駅や宿泊施設、
健康の湯など様々な施設があるおおのキャンパスで芸能
交流まつり、体験教室、産直大市、回廊市などを開催。

アグリパークおおさわ 春の感謝まつり／洋野町
【開催日】5月上旬
農産品などの特産品販売、川魚のつかみどり、景品付きもちまき
など、自然とふれあいながら農村の魅力を満喫できるイベントです。

地元漁師による宿戸ウニ直売会／洋野町
【開催日】5月上旬
洋野町宿戸地区は目の前に岩場の浜が広がっており、格
好のウニの漁場です。ウニのシーズンより一足早くとれた
てのウニを販売。市価より安いことから大人気です。

水車まつり／久慈市
【開催日】5月第1日曜日・11月第1日曜日
4月～12月に開催される「くるま市」の拡大版。地元ならではの伝統食
の即売や、水車を使った雑穀の加工実演、郷土芸能が披露されます。

琥珀まつり・千樹祭／久慈市
【開催日】5月中旬
琥珀の工作などの手作り体験をはじめ、郷土食などの出
店、神楽・郷土芸能のほか、小中学生や親子対象のお楽し
みゲームなど多彩なイベントが行われます。

岡谷稲荷神社例大祭／洋野町
【開催日】5月第2日曜日
船の安全の神様として知られる岡谷稲荷神社の祭事で、
多数の露天が並び各地からの参拝客で賑わいます。

鵜鳥神社例大祭／普代村
【開催日】5月下旬
旧暦４月８日に開催される例大祭。神楽殿では伝統芸能の
鵜鳥神楽が奉納されます。参道には樹齢500年以上とい
われる夫婦杉などがあり、多くの参拝客で賑わいます。

平庭闘牛大会／久慈市
【開催日】6月中旬・8月中旬・10月中旬
東北で唯一の闘牛大会。「べこの角突き」の愛称でも知ら
れる迫力ある牛の戦いとそれを操る勢子（せこ）の動きは
目を離せません。

久慈平岳山開き／洋野町
【開催日】6月上旬
標高706ｍの久慈平岳の山開きです。登山口から頂上ま
で5km、歩いて1時間ほどの絶好のハイキングコースで、
山頂からの眺望も素晴らしいです。

たねいちウニまつり／洋野町
【開催日】7月中旬
北三陸の豊かな自然に囲まれた種市海浜公園で開催され
る食の祭典。特産の種市産ウニの販売や殻割り、ウニ丼作
り体験などが行われます。

久慈みなと・さかなまつり／久慈市
【開催日】7月下旬
港町・久慈市の海のまつり。数十隻の漁船が連なる圧巻の
神輿の海上渡御や、鮮魚の試食コーナー、ほたて釣りゲー
ムなど家族で楽しめるイベントです。

北限の海女フェスティバル／久慈市
【開催日】8月上旬
小袖漁港で行われる「北限の海女」の素潜り実演を見学で
きるほか、ウニのお吸い物「いちご煮」をはじめとした海産
物の販売や郷土芸能も披露されます。

北緯40度普代浜
ビーチバレーボール大会／普代村
【開催日】8月上旬
白砂の普代浜を舞台に繰り広げられる4人制のビーチバ
レー大会。各地から集まる20チームが優勝を目指して戦
います。

おおさわサマーフェスティバル／洋野町
【開催日】8月中旬
産直と食堂が一緒になったアグリパークおおさわの毎年恒例のお祭
りです。釣り大会、遊覧馬車、花火大会など盛りだくさんの内容で開催
されます。

北奥羽ナニャドヤラ大会／洋野町
【開催日】8月18日
岩手、秋田、青森にまたがる旧南部領に伝わる「ナニャド
ヤラ」。各地の特徴ある踊りが一堂に会するコンテストで
す。

野田まつり／野田村
【開催日】8月最終週の週末３日間
手づくり山車運行のほか、みこし運行、特設ステージイベ
ント等が行われます。多彩な出店も楽しみです。

ふだいまつり／普代村
【開催日】9月上旬の3日間
３日間にわたって繰り広げられるまつりでは、きらびやかな
山車が街を練り歩きます。中学生が舞う中野流鵜鳥七頭
舞もまつりの人気演目。

久慈平岳秋まつり／洋野町
【開催日】9月上旬
久慈平岳山頂で開催される秋まつり。はしで地元産大豆
をつかむゲームや、芸能交流大会など多彩なイベントが催
され、子どもから大人まで楽しめます。

久慈秋まつり／久慈市
【開催日】9月第3金土日
600年余の歴史を誇る秋まつり。初日の「お通り」と最終日の
「お還り」には市内目抜き通りを山車や神輿が練り歩きます。

洋野観光杯サーフィン大会／洋野町
【開催日】9月下旬
県内最大のサーフポイントで開催される大会。対象別に4
クラスで競われるほか、ボディーボード（男女混合）部門も
あり、県内外のサーフィン愛好者が集まります。

洋野農業祭／洋野町
【開催日】10月下旬の2日間
農業にまつわる様々な催しを開催する収穫イベント。フ
リーマーケットやとれたての産直市、加工品販売のほか、シイ
タケの菌の植え付け体験など農業にこだわったまつりです。

野田産業まつり／野田村
【開催日】11月上旬
農林水産物の展示即売、ホタテ釣り、お買いもの抽選会、
特産品が当たる抽選付餅まき大会などが開催されます。

北三陸くじ冬の市／久慈市
【開催日】11月～2月まで月1回
毎月３と８の日に開催する「市日」と連動する冬のイベント。
久慈の冬の味覚や郷土芸能が楽しめます。

野田ホタテまつり／野田村
【開催日】12月上旬
プランクトンが豊富な外洋で育つことから、肉厚で旨味
たっぷりの野田村産のホタテ。自慢の逸品を購入したり、
味わったりできるおまつりです。

宮古地域
宮古鮭まつり／宮古市
【開催日】1月上旬
鮭のつかみ捕りができる陸中海岸で最初のイベントとして、
昭和48年（1973）に始まりました。趣向をこらした様々な
イベントが行われます。

宮古毛ガニまつり／宮古市
【開催日】2月中旬
宮古の冬の味覚である毛ガニを使ったイベントや、宮古の
海産物に関するイベントを体験しながら、楽しく海の幸を
味わえるのがこの宮古毛ガニまつりです。

浄土ヶ浜まつり／宮古市
【開催日】4月下旬～5月上旬（GW期間中）
陸中海岸国立公園の景勝地である浄土ヶ浜を舞台に開催
されるイベント。浄土ヶ浜の自然や海を満喫できるアトラク
ションが催されます。

たのはた牛乳まつり／田野畑村
【開催日】6月第3日曜日
搾りたての新鮮な牛乳を使った「たのはた牛乳」などが無
料で配られます。郷土芸能や牛の乳搾り体験、小動物との
触れ合いなど、ご家族で楽しめます。

宮古夏まつり、海上花火大会／宮古市
【開催日】7月下旬・8月中旬（海上花火大会）
まつりの最終日の夜には盛大な海上花火大会が開催され、
祭りは最高潮に盛り上がります。

みやこ秋まつり／宮古市
【開催日】9月中旬の2日間
浜の人々のお祭りらしい、威勢のいいかけ声が街中に響
きわたるお祭り。豪華な飾りつけをした船山車が運行し、
勇壮さや華やかさを競うほか、市民による手踊りも。

宮古市産業まつり／宮古市
【開催日】9月下旬の2日間
宮古地方の特産品、地場産品を販売する物産展。姉妹市
村の青森県黒石市、沖縄県多良間村も参加し特産品の販
売を行います。

南部牛追唄全国大会／岩泉町
【開催日】9月下旬の2日間
岩泉地方が発祥の地とされる民謡「南部牛追唄」。毎年全
国各地から多くの出場者が集い自慢ののどを披露する全
国大会です。

おでんせ・べごっこフェスタ／岩泉町
【開催日】9月下旬
短角牛肉をはじめとする、岩泉町のおいしいものが盛りだ
くさんな「牛の祭典」。牛の鳴きまね大会など楽しいイベン
トもいっぱいです。

釜石地域
釜石まつり／釜石市
【開催日】10月中旬の3日間
釜石の秋の風物詩。中日には釜石湾内で勇壮な曳船まつ
りが行われるほか、最終日の大行列ではお神輿、神楽や虎
舞などの郷土芸能団体が市内を渡御します。

かまいし仙人峠マラソン大会／釜石市
【開催日】10月下旬
「負けない釜石・大槌」を発信し、支援に対する感謝の気持ちを
伝えるため開催。箱根の山に匹敵する約5％の急勾配を疾走。

かまいし産業まつり／釜石市
【開催日】11月上旬の2日間
市内の業者による出店や友好都市の物産販売が一堂に
会する、秋のイベント。釜石の元気を発信します。

八戸地域
八戸えんぶり／八戸市
【開催日】2月17日～20日
八戸に春を呼ぶ豊作祈願のお祭り。馬の頭をかたどった
烏帽子を被った太夫の勇壮な舞と、子どもたちの愛らしい
祝福芸を披露します。

八戸三社大祭／八戸市
【開催日】7月31日～8月4日
約290年の歴史を誇る八戸市最大のお祭り。8月1日と3
日の両日、おがみ神社・新羅神社・神明宮の三神社の神輿
行列と、各山車組が制作した豪華絢爛な27台もの山車の
合同運行があります。

陸奥湊駅前朝市／八戸市
【開催日】通年
市営魚菜小売市場を中心に駅前に広がる朝市。市場内で
は、好きなおかずとご飯(100円)、味噌汁（100～200円）
を買って、自分流の特製朝ごはんを楽しめます。

JR山田線（宮古
～釜石）、三陸鉄
道南リアス線（釜
石～吉浜）。JR大
船渡線（気仙沼
～盛）は、BRTで
仮復旧して運行。
H25.8現在
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あ
の
水
戸
光
圀
も
蝦
夷
に
調
査
団
を
送
っ
た
義
経
大
陸
渡
航
説
。

そ
の
物
語
は
今
も
高
木
彬
光
著『
成
吉
思
汗
の
秘
密
』で

読
む
こ
と
が
で
き
る
。逃
避
行
で
は
な
く
、

希
望
を
胸
に
北
へ
向
か
い
、大
陸
で
新
た
な
人
物
と
し
て
よ
み
が
え
る

壮
大
な
歴
史
ロマ
ン
を
、そ
の
足
跡
と
と
も
に
追
い
か
け
て
み
よ
う
。

　
わ
れ
は
故
山
に
帰
り
た
し
|
１
２
２
７
年
、

蒙
古
の
ト
ル
メ
ゲ
イ
城
で
成
吉
思
汗
は
謎
の
言

葉
を
残
し
息
を
引
き
取
っ
た
。
蒙
古
生
ま
れ
で

あ
る
は
ず
の
成
吉
思
汗
が
、
帰
り
た
い
と
望
ん

だ「
故
山
」と
は
ど
こ
な
の
か
…
。
今
な
お
囁
か

れ
る
の
は
、
成
吉
思
汗
と
源
義
経
が
同
一
人

物
だ
っ
た
と
す
る「
義
経
北
行
説
」。
こ
れ
を
現

代
の
名
探
偵
が
解
明
し
て
い
く
の
が
、高
木
彬
光

の
歴
史
推
理
小
説
「
成
吉
思
汗
の
秘
密
」だ
。

歴
史
書
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
大
胆
な
考
察
は
、

８
０
０
年
前
の
伝
説
を
魅
力
的
に
描
き
出
し
て

い
る
。 

日
本
の
正
史「
吾
妻
鏡
」に
よ
る
と
、
源

義
経
は
文
治
５
年（
１
１
８
９
）、
藤
原
泰
衡

軍
の
攻
撃
に
よ
り
平
泉
の
持
仏
堂
で
妻
や
娘
と

と
も
に
自
害
し
果
て
た
こ
と
に
なって
い
る
。
そ

し
て
成
吉
思
汗
が
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
す

る
の
は
、
こ
の
戦
い
か
ら
お
よ
そ
５
年
後
の
１

１
９
３
年
〜
１
１
９
４
年
の
こ
と
。
兄
頼
朝
の

追
討
を
逃
れ
て
北
に
向
か
っ
た
義
経
が
、
北
海

道
を
経
て
大
陸
に
渡
り
成
吉
思
汗
と
名
乗
っ
た

と
考
え
る
に
、
不
自
然
な
年
月
で
は
な
い
。
し

か
も
成
吉
思
汗
は
即
位
の
と
き
、
九
旒
の
白

旗
を
興
安
嶺
上
に
ひ
る
が
え
し
た
と
歴
史
書

「
蒙
古
史
」は
伝
え
て
い
る
。
白
旗
は
源
氏
の
旗

印
で
あ
り
、
九
旒
は
義
経
の
別
称
で
あ
る
九
郎

判
官
に
通
じ
る
。
こ
こ
に「
我
こ
そ
は
九
郎
判

官
義
経
で
あ
る
」と
い
う
、
隠
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
で
は
義
経
は
、ど
う
い
う
経
路
を
た
どっ

て
北
海
道
ま
で
行
き
着
い
た
の
か
。
館
の
あ
っ

た
衣
川
を
出
立
し
、
北
上
川
を
渡
って
対
岸
の

岩
谷
堂
、
大
股
、
世
田
米
、
宮
古
、
そ
し
て

八
戸
か
ら
津
軽
半
島
の
三
厩
へ
と
、
足
ど
り
を

明
確
に
伝
え
る
史
跡
が
ル
ー
ト
上
に
残
さ
れ
て

い
る
。
中
で
も
宮
古
周
辺
に
は
、
判
官
館
、

法
冠
神
社
、
判
官
宿
、
弁
慶
腰
掛
岩
、
黒
森

山
に
判
官
稲
荷
と
ゆ
か
り
の
地
名
が
と
て
も
多

い
。
し
か
も
黒
森
山
の
古
文
書「
判
官
稲
荷
神

社
縁
起
」に
は
驚
く
べ
き
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
|
つ
い
に
秀
衡
錦
嚢
の
遺
書
を
開
き
て
こ
れ

を
読
み
、
蝦
夷
地
へ
の
道
を
得
た
り
。
こ
こ
に

お
い
て
君
臣
感
泣
し
、
意
を
決
し
て
中
夜
、

館
を
去
り
、
逃
れ
て
宮
古
に
来
た
り
…
。

 

　
義
経
の
身
を
案
じ
た
藤
原
秀
衡
が
、
蝦
夷

地（
北
海
道
）へ
の
道
を
遺
書
に
記
し
て
い
た
。

そ
れ
は
藤
原
氏
の
栄
華
を
支
え
た
黄
金
の
産

出
地
が
、
東
北
を
越
え
北
海
道
ま
で
及
ん
で
い

た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
だ
と
す
れ
ば
義
経

の
北
走
も
、
頼
朝
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
絶
望
的

な
敗
走
で
は
な
く
、
再
起
の
た
め
の
チ
ャ
ン
ス

と
軍
資
金
を
求
め
て
の
旅
だ
っ
た
と
も
想
像
で

き
る
。
し
か
も
海
を
越
え
た
シ
ベ
リ
ア
地
方
は
、

さ
ら
に
膨
大
な
黄
金
が
眠
る〝
黄
金
郷
〞だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
ま
だ
見
ぬ
未
開
の
大
地
へ
、
胸
躍
ら
せ
て
歩

を
進
め
る
義
経一行
。
北
へ
の
道
し
る
べ
に
は
、

夢
と
ロマ
ン
が
満
ち
満
ち
て
い
る
。

源
義
経
は
死
せ
ず
、

北
へ
延
び
る
伝
説
の
道
。

北
へ
向
か
う
義
経
の
思
い
は

海
を
渡
り

遠
い
大
陸
に

つ
な
が
る

新
天
地
を
求
め
て
！

義経の腹心佐藤継信の守り本尊だっ
た観音像を山田に住む長男に託した。
これがご神体として安置されている。

江戸時代より多くの論議を巻き起こしてきた、
義経・成吉思汗同一人物説。この世紀の謎に、
東大医学部助教授の神津恭介が挑む。彼は
探偵作家の松下研三と東大文学部助手の大
麻鎮子とともに膨大な歴史書を読み解き、大
胆な仮説を打ち立て、そして…。義経の首実検
の謎、頼朝の大陸侵攻作戦、そして清朝六代
皇帝乾隆帝の言葉など、次々明かされる「証
拠」に息つく暇もない、歴史推理小説の傑作。

【山田町】やまだはちまんぐう

25山田八幡宮
北へ向かう途中宿泊した場所。お供
を申し出た村人に謝絶した義経の武
運長久を願い建立した。

【宮古市】ながさわはんがんどう 

28長沢判官堂

義経主従が参拝した神社。茂市家の
先祖である佐々木四郎太郎義高（義
経の子）をまつっている。

【宮古市】ひなたにちげつじんじゃ 

21日向日月神社
諸国行脚をした老僧が建立したと伝
わるほこら。義経主従が北へ向かう途
中、経を納めたといわれる。

【宮古市】はんがんどう 

22判官堂

義経一行が金売吉次のいる長者森
へ向かう途中、馬を繋ぎ休息した地。
それをしのび建立された。

【大槌町】こまがたじんじゃ 

17駒形神社
野宿した義経一行をしのんで村人た
ちがほこらを建て「判官様」と呼び尊
崇してきたと伝わる。

【大槌町】みやのぐちはんがんどう

18宮ノ口判官堂
静御前の屋敷跡といわれ、難産の末、
命を落とした静御前をしのび建立さ
れた。

【宮古市】すずがじんじゃ

20鈴ケ神社

義経が宿泊した八幡家が判官堂を建立。
義経の石像を作り、一行の安泰を祈念した
とされている。

【釡石市】なかむらはんがんどう 

15中村判官堂

義経主従は3年3ヵ月にわたって黒
森山に籠もって行を修め、般若経
六百巻を写経して奉納した。

【宮古市】くろもりじんじゃ 

32黒森神社

義経主従16名が参拝した神社。
そのうちの一人鈴木三郎重家
は老齢のためここに残り、神主
となった。

【宮古市】よこやまはちまんぐう 

31横山八幡宮

義経の徳をしのび、その甲冑を埋めた上に建てられた。
源義経が祭神になっている。

【宮古市】はんがんいなりじんじゃ  

30判官稲荷神社

金色の鵜を見た義経が、７日７夜、道中守
護を祈願した神社。その後、神のおつげ
を聞き、山頂に鵜鳥大明神をまつった。

【普代村】うのとりじんじゃ 

40鵜鳥神社

義経主従を追いかけた畠山重忠が、
落ちゆく義経に同情しわざと矢をはず
して助けたと伝わる地。

【久慈市】すわじんじゃ

43諏訪神社

源氏の一族の源義里が居館を構えた
地。義経一行が立ち寄り「蝦夷に渡
る」と告げたと伝わる。

【宮古市】きゅうしょうじ 

34久昌寺

海路で北上した義経主従が上陸した
種差海岸からほど近いところにある
神社。ここで休憩したと伝わる。

【八戸市】くまのじんじゃ

50熊野神社
ここから車で5分の所に「源治囲内」という
地名があり、義経主従をかくまった村人が住
んでいた。

【八戸市】みしまじんじゃ

51三嶋神社
義経一行の八戸での仮住まいの地。名の由
来は、後に義経が高館に越した際、館を引越
しした所という意味。

【八戸市】たてごし

47館越
義経の正妻が愛用したと伝えられる青銅製
の手鏡（菊花紋双雀紋鏡）が社宝として守ら
れている。

【八戸市】おがみじんじゃ

49おがみ神社
義経の館である高館山の麓にある。
義経が写経したと伝わる大般若経が
保存されている。

【八戸市】こだはちまんぐう

48小田八幡宮

影
武
者
と
入
れ
替
わ
り

　
　
　目
指
す
義
経
と
そ
の
主
従
。

義経
ゆかりの
地へ

❶平泉町「高館義経堂」
❷平泉町「束稲山」
❸一関市「観福寺」
❹奥州市「弁慶屋敷跡」
❺奥州市「多聞寺跡」
❻奥州市「玉崎神社」
❼奥州市「源休館跡」
❽奥州市「姥石峠」
❾住田町「判官山」
10住田町「葉山」
11住田町「赤羽根峠」
12遠野市「風呂家」
13遠野市「駒形神社」
14遠野市「笛吹峠」
15釜石市「中村判官堂」
16釜石市「法冠神社」
17大槌町「駒形神社」
18大槌町「宮ノ口判官堂」
19宮古市「判官神社」
20宮古市「鈴ケ神社」
21宮古市「日向日月神社」
22宮古市「判官堂」
23宮古市「旧泉沢家」
24宮古市「小黒の集落」
25山田町「八幡神社」
26山田町「旧判官家」
27山田町「関口・佐藤家」
28宮古市「長沢判官堂」
29宮古市「判官神社」
30宮古市「判官稲荷神社」
31宮古市「横山八幡宮」
32宮古市「黒森神社」
33宮古市「御堂華（御堂ヶ鼻）」
34宮古市「久昌寺」
35宮古市「吉内屋敷跡」
36宮古市「十二神山」
37岩泉町「加茂神社」
38田野畑村「畠山神社」
39普代村「不行道」
40普代村「鵜鳥神社」
41普代村「籐九郎様」
42普代村「清河羽黒権現」
43久慈市「諏訪神社」
44洋野町「常陸坊海尊の墓所」
45階上町「榊部落」
46階上町「鬼一法眼虎の巻」
47八戸市「館越」
48八戸市「小田八幡宮」
49八戸市「おがみ神社」
50八戸市「熊野神社」
51八戸市「三嶋神社」
52八戸市「帽子屋敷」
53八戸市「藤ヶ森稲荷神社」
54八戸市「長者山新羅神社」
55八戸市「矢止めの清水」
56八戸市「三八城神社」
57百石町「夫人ケ森」
58名川町「法光寺」
59青森市「貴船神社」
60青森市「善知鳥神社」
61青森市「大星神社」
62弘前市「円明寺」
63五所川原市「壇林寺」
64外ヶ浜町「厩石」
65外ヶ浜町「義経寺」
66佐井村「仏ヶ浦」
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伝
説
と
は
思
え
な
い
足
跡
の
数
々

伝
説
か
真
実
か
。
義
経
北
行
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
証
拠
た
ち
。

MAP/G-4

義経が遠野から釜石へたどっ
た道は、笛吹峠から橋野町へ
のルート説と、その北側界木
（さかいぎ）峠ルート説がある。

【釡石市】ふえふきとうげ

14笛吹峠 MAP/G-3

MAP/F-3 MAP/G-4MAP/G-4

MAP/F-4

MAP/F-4

MAP/F-5

MAP/F-5

MAP/C-4

MAP/E-5

MAP/A-3MAP/A-3MAP/A-3MAP/A-3

MAP/A-3

義経を追っ手から守り亡くなった清
河・羽黒・権現という3名の山伏をまつ
るほこらと伝えられている。

【普代村】きよかわはぐろごんげん 

42清河羽黒権現 MAP/C-4

MAP/E-4

一人の追っ手が義経と対峙するも、そ
の人徳に心打たれて家来となった。そ
の比企（ひき）藤九郎藤原盛長をまつる。

【普代村】とうくろうさま 

41籐九郎様 MAP/C-4 MAP/C-4

義経の遺児をまつったとされるところ。

【岩泉町】かもじんじゃ

37加茂神社
義経の追っ手の武勇の誉れ高い畠山
忠重の亡くなった愛馬をまつる神社。
自らの鎧を霊に供えたという。

【田野畑村】はたけやまじんじゃ 

38畠山神社 MAP/D-4 MAP/D-4

MAP/F-4

MAP/F-5

参考文献
成吉思汗の秘密
高木彬光著
光文社文庫

※義経ゆかりの地として挙げている
場所は、史実や伝承を参考に作成し
ています。風化や流失により現存して
いない場所もございます。また、一般
住民の私有地を通過する伝承地に
ついては、見学できない場所もござい
ますので、あらかじめご了承願います。
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